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一研究ノート一〔要旨］
横
浜
正
金
銀
行
は
一
六
八
も
の
店
舗
を
世
界
的
規
模
で
設
置
し
た
銀
行
で
あ

る
。
そ
の
海
外
店
舗
の
設
置
は
、
地
域
や
時
代
に
よ
り
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
多
く
は
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
期
に
中
国
大
陸
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に

か
け
て
設
置
さ
れ
た
店
舗
で
あ
る
。
主
要
な
店
舗
が
ど
の
よ
う
な
背
景
で
設
置

さ
れ
た
の
か
、
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
の

開
設
事
情
や
出
張
所
の
行
員
な
ど
活
動
実
態
の
一
部
を
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文

書
館
所
蔵
資
料
を
活
用
し
て
明
ら
か
に
し
、
横
浜
正
金
銀
行
の
研
究
史
に
新
た

な
側
面
を
開
い
た
。

【
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ー
ワ
ー
ド
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横
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横
浜
正
金
銀
行
の
海
外
展
開

ｌ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
の
開
設
を
中
心
に
１

寺

嵜

弘

康

さ
て
、
正
金
銀
行
の
海
外
店
舗
に
は
支
店
、
出
張
所
、
分
店
、
出
張
員
事
務
所
と

い
っ
た
名
称
が
あ
る
が
、
そ
の
定
義
を
明
確
に
示
す
資
料
は
な
い
も
の
の
、
本
稿
で

は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
店
舗
の
設
置
、
廃
止
、
移
転

（

１

）

を
決
定
す
る
の
が
株
主
総
会
か
取
締
役
会
か
の
違
い
に
あ
る
。
支
店
の
場
合
は
株
主

総
会
に
て
定
款
の
改
正
を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
が
、
出
張
所
以
下
の
場
合
は
取
締

役
会
の
判
断
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
資
金
面
か
ら
見
る
と
、
支
店
は

本
店
か
ら
独
立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
出
張
所
は
本
店
ま
た
は
支
店
の

管
轄
下
に
あ
り
、
半
季
毎
の
出
張
所
の
決
算
も
そ
の
系
属
す
る
本
店
又
は
支
店
の
勘

定
中
に
含
ま
れ
て
い
る
．
な
お
、
人
事
面
で
も
、
支
店
の
責
任
者
を
支
配
人
と
い
い
、

出
張
所
の
場
合
は
主
任
と
よ
ば
れ
、
基
本
的
に
支
配
人
の
方
が
主
任
よ
り
も
職
階
が

高
い
と
い
え
る
。

さ
て
、
正
金
銀
行
の
海
外
店
舗
の
活
動
や
経
営
実
態
に
つ
い
て
は
、
両
大
戦
間
以

周
知
の
と
お
り
横
浜
正
金
銀
行
（
以
下
「
正
金
銀
行
」
と
略
す
。
）
は
外
国
貿
易
金

融
を
取
り
扱
う
特
殊
銀
行
で
あ
っ
た
。
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
の
開
業
か
ら
一

九
四
七
年
の
東
京
銀
行
へ
の
営
業
譲
渡
ま
で
の
間
に
、
表
１
の
と
お
り
正
金
銀
行
は

一
六
八
も
の
店
舗
（
支
店
、
出
張
所
、
分
店
等
を
含
む
）
を
開
設
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
国
内
店
舗
は
一
五
で
、
残
り
は
す
べ
て
海
外
店
舗
で
あ
る
。
こ
れ
を
開
設
・
開

業
の
時
期
別
に
み
る
と
、
明
治
期
は
二
三
店
舗
、
大
正
期
に
は
二
四
店
舗
、
昭
和
期

は
二
六
店
舗
を
数
え
る
。
と
り
わ
け
昭
和
期
が
多
い
の
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
以

降
日
本
軍
が
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
戦
域
を
拡
大
し
て
い
く
に
と
も
な
い
、
南
方
占
領
地

に
お
け
る
軍
票
交
換
、
現
地
軍
の
預
金
・
送
金
、
占
領
地
か
ら
日
本
向
け
資
源
類
の

貿
易
金
融
な
ど
の
業
務
を
命
じ
ら
れ
た
正
金
銀
行
が
店
舗
を
開
設
し
た
た
め
で
あ

》
（
》
○

は
じ
め
に
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表1 横浜正金銀行店舗一覧

備考店舗名

横浜

大阪

神戸

東京

長崎

下関

名古屋

丸の内

門司

小樽

福岡

札幌

松本

京都

岡谷

牛荘(営口）

遼陽

大連

旅順

店舗形態変遷

本店

役員出張所、出張所→支店

支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張員事務所→出張所

出張所→支店

出張所→支店

支店

出張所→支店

出張所

出張所→支店

出張所

年 開業日

1880明治13.2.28

1880明治13.3.20

1880明治13.7.17

1899明治32.5.1

1899明治32.7.1

1918大正7.3.‐

1921大正10.7.22

1927昭和2.7.11

1933昭和8.11.6

1936昭和11.11.7

1942昭和17.12.12

1943昭和18.5.24

1945昭和20.7.5

1946昭和21.4.1

1946昭和21.6,1

1900明治33.1.4

1904明治37.11.15

1904明治37.8.22

1905明治38.4.1

支店昇格日 閉鎖日 再開日 廃止(接収） 日

明治13.12.31 明治38.9.- 明治39.3.10

州

州

州

州

満

満

満

満

域地

州

州

州

州

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

地

東

東

東

東

内

内

内

内

内

内

内

内

内

内

内

内

内

内

内

関

関

関

関

恥

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

８

７

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

明治33.1.1

明治33.1.1

大正8.5.10 昭和8.11.6 昭和9.3.10

大正10.9.10

昭和19.4.30 昭和21.11.4 昭和22.3.27

昭和9.4.1

昭和15.3.9

昭和18.3.10

昭和22.6.23

昭和21.3.1

昭和21.6.1

大正8.5.10 昭和20.7.31 昭和9,1.1営口支店に改称

明治38.5.7 明治39.6.- 大正6.12.31

明治39.3.10

大正6.12.31

大正10.1.4新市街へ移転、

大正14.10.9浪速通28へ移転

明治38.5.8 明治39.3.10奉天 出張所→支脂 1905関東州・満州20

1905明治38.8.21

1906明治39.7.‐

1907明治40.2.9

大正6.12.31

大正6.12.31

出張所

出張所

出張所→支店

満州

満州

満州

鉄嶺

安東県

長春（新京）

221関東州

241関東州
25関東州 昭和7.11.19新京支店と改称大正8,5.10

大正6.12.17出張所に昇格大正8.5.10 昭和8.9.30(鉄嶺出張所）分店→出張所

→支店

明治44.11.18関東州・満州 |淵原 1911n句

乙○

大正8.5.10出張所→支店

(長春出張所）派出所

(長春出張所）分店

出張所→支店

(奉天支店）分店

出張所→支店

出張所→支店→分室

出張所→支店

(天津支店）分店

支店

出張所

出張所→支店

出張所→支店

(青島出張所）分店→支店

出張所→支店

1912大正元11.11

1913大正2.7

1913大正2.7.31

1918大正7.12.16

1935昭和10.10.1

1893明治26.5.15

1896明治29.9.15

1899明治32.8.1

1902明治35.10

1902明治35.1.21

1905明治38.6.15

1906明治39.8.11

1913大正2．11．1

1915大正4.10.1

1924大正13.1.1

剛
一
剛
一
剛
一
剛
一
剛

州

州

州

州

州

東
東
東
東
東
国
国
国
同
国
国
国
国
国
国

関

関

関

関

関

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

８

６

７

９

１

０

３

５

６

１

４

５

６

７

８

２

２

２

２

２

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

ハルビン

公主嶺

頭道溝

ウラジオストク

小西関

上海

香港

天津

天津支那街

北京

芝呆

漢口

青島

済南

広東

大正9.9.7

大正12.9.-

大正13.3.25 昭和6.3.10大正8.5.10

昭和20.9.24

昭和20.9.1 昭和19.4.17分室となる

昭和20.10.23

明治33.1.1

明治33.1.1

明治33.1.1

昭和16.12.8 1昭和17.1.24

昭和20.10.17

明治42.9.30 昭和13.7.1 昭和21.1.18 昭和13天津市店派出所、昭和15.10.1出張所

明治41.3.10

大正8.5.10 昭和13.1.22 昭和21.1.18

大正8.5.10 昭和6.3.10 昭和14.7.22 昭和21.3.6 昭和14.7.22済南出張所再開

昭和16.3.10

昭和16.4.1出張所昇格、

昭和19.2.4南京総軍内事務所開設

昭和20.9.29昭和13.2.20 昭和17.3.10出張員事務所→出張所→支店 1938
、歩・一

南兄中国51

昭和20.10.14 昭和19．1．1出張所昇格

昭和20.10.23

昭和20.10.17

昭和20.11.20昭和19.1.1.出張所昇格

昭和19.8.1出張員事務所→出張所→支店

(天津支店）分店

出張所→支店

出張員事務所→出張所→支店

(上海支店）派出所

出張員事務所→出張所→支店

(上海支店）派出所

出張員事務所

出張員事務所

出張員事務所

(北京支店）分店

(香港支店）分店

出張員事務所

（天津支店）派出所

（天津支店）分店

出張員事務所

（天津支店）分店

(北京支店）分店

出張員事務所

出張所→支店

出張員事務所

出張員事務所

出張員事務所

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所

出張所→支店

出張所→支店

出張員事務所→出張所→支店

出張所→支店

支店

出張所→支店

臨時事務所

事務所

出張所→支店

出張所→支店

（サンフランシスコ支店）分店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

支店

1938昭和13.4.20

1939昭和14.1.15

1939昭和14.11.2

1939昭和14,5.12

1939昭和14.9.1

1941昭和16.1.1

1941昭和16.2.15

1941昭和16.6.10

1942昭和17.10.20

1942昭和17.11.2

1942昭和17.7.1

1942昭和17.8.10

1943昭和18.1.28

1943昭和18.9

1943昭和18,9.20

1944昭和19.10.20

1944昭和19.5.10

1944昭和19.5.22

1944昭和19.6.1

1944昭和19.8.15

1944昭和19.9.25

1945昭和20.3~5

1945昭和20,3.5

1915大正4.8.3

1894明治27.12

1911明治44.10

1925大正14.7.20

1926大正15.7.12

1881明治14~11

1882明治15.5

1931昭和6.7.15

1920大正9.9.15

1931昭和6.4.1

1943昭和18.9.1

1944昭和19.9.13

1880明治13.8.-

1886明治19.6

1913大正2.2.-

1892明治25.8.-

1917大正6.9.‐

1918大正7.5.-

1919大正8.7.1

56中国

37中日

49中国

57中国

31中国

50中国

32中国

52中国

53中国

54中国

42中国

34中国

55中国

40中国

38中同

61中国

39中国

43中同

58中国

59中国

60中国

63中国

62中国

64オセアニア

65インド

66インド

67インド

68アプリ力

69欧州

7O欧州

7l欧州

72欧州

73欧州

74欧州

75欧州

76北米

77北米

78北米

79北米

80北米

81南米

82南米

杭州

天津旭街

張家口

畔埠

南昌

海口

沙市

寧波

石灰奮

金華

北京東城

九龍

紹興

天津南

天津宮島街

長沙

天津東姑

北京西城

マカオ

徐州

衡陽

南寧

柳州

シドニー

ボンベイ

カルカッタ

カラチ

アレキサンドリア

ロンドン

リヨン

パリ

ハンブルグ

ベルリン

ゲーリック

チューリッヒ

ニューヨーク

サンフランシスコ

ロサンゼルス

ホノルル

シアトル

ブエノスアイレス

ﾘオデジャネイロ

昭和17.3.10

昭和19.8.1

昭和20.12.6 1昭和16.7.10出張所昇格昭和18.3.10

昭和20.8.21

不明

昭和20.5.22

昭和20.10.17

昭和19.4.30

昭和20.5,24

昭和21.3.‐

不明

昭和20.7.19

昭和20.4.30

不明

不明

不明

不明

不明

昭和16.12.8

昭和16.12.8

昭和16.12.8

昭和16.12.1

昭和16.6.1

昭和16.12.8

昭和6.7.15

昭和19.8.12

昭和20.5.16 昭和3,9.15新出張所へ移転

昭和20.4.21

昭和20.2.7

不明

昭和16.12.8

昭和16.12.8

昭和16.12.8

昭和16.12.8

昭和16.12.8

昭和4.10.31

昭和20.7.2

昭和20.8.1

０

１

０

句
’
八
ｅ
ｌ
Ｄ
且

０
毛
Ⅱ
Ｌ
ロ

５

３

５

８

３

８

正

治

正

大

明

大

昭和15.3.9

明治17.12.1

明治33.1.1

昭和8.10.1

昭和15.3.9

大正8.5.10

明治33.1.1

明治33.1.1

大正8.5.10

大正8.5.10
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店舗形態変遷 ｜ 年 ’ 開業日 ｜ 支店昇格日 ’ 閉鎖日 再開日 廃止(接収） 日 備考店舗名恥 地域

昭和17.3.10昭南支店と改称

昭和20.5.-昭南出張員事務所開設

大正5.9.5 大正8.5.10出張所→支店 昭和16.12.8 昭和17.3.2 昭和20.9.7シンガポール83 マラヤ 1916

出張所→支店

出張所→支店

派出所

出張所→支店

出張所

出張所

出張所→支店

出張所

出張所

出張所

出張所→支店

出張所

出張所

出張員事務所

出張所

出張所→支店

出張所

出張所

出張所→支店

出張所

出張所

出張所

出張所

派出所

出張所→支店

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

派出所

派出所

1942昭和17.5.1

1942昭和17.5.1

1945昭和20.6.-

1942昭和17.5.1

1942昭和17.5.1

1942昭和17.5.21

1942昭和17.6.1

1942昭和17.6.1

1942昭和17.6.15

1942昭和17.8.1

1942昭和17.8.24

1942昭和17.9.1

1943昭和18.9.1

1944昭和19.3.23

1944昭和19.4.1

1942昭和17.7.1

1942昭和17.7.1

1942昭和17.7.1

1942昭和17.8.1

1942昭和17.9.10

1942昭和17.11.1

1943昭和18.4.1

1944昭和19.4.1

1944昭和19.9.20

1918大正7.1

1942昭和17.10.15

1942昭和17.9.1

1942昭和17.9.7

1943昭和18.1.4

1943昭和18.2.20

1943昭和18.4.1

1943昭和18.4.22

1944昭和19.6.1

1944昭和19.4.1

1943昭和18.11.1

1944昭和19.2.1

1944昭和19.11.9

1944昭和19.11.9

1942昭和17.6.1

1942昭和17.7.3

1942昭和17.7.20

1942昭和17.9.1

1942昭和17.9.8

1945昭和20.1.15

1942昭和17.9.22

1942昭和17.10.30

1942昭和17.12.10

1943昭和18.1.6

1943昭和18.1.21

1943昭和18.1.21

1943昭和18.4.20

1944昭和19.3.1

1944昭和19.3.1

1944昭和19.8.22

1944昭和19.9.20

1945昭和20.2.7

1918大正7.4.10

1919大正8.2.12

1924大正13.2.25

1942昭和17.5.10

1942昭和17.10.20

1942昭和17.10.20

1942昭和17.10.20

1942昭和17.10.20

1942昭和17.10.20

昭和18.3.10 昭和20.9.10

昭和18.3.10 昭和20.8.31

昭和20.8.30

昭和18.3.10 昭和20.9.11

昭和20.8.29

昭和20.9.8

昭和18.12.10 昭和20.9.14 昭和18.7.4タイ国へ編入

昭和20.8.30

昭和20.10.4 昭和18.7.4タイ国へ編入

昭和20.6.30 昭和18.7.4タイ国へ編入

昭和19.6.10 昭和20.9,13

昭和20.9.10

昭和20.8.31

昭和19.10

昭和20.8.24

昭和18.3.10 昭和20.11.22

昭和20.11.22

昭和20.11.22

昭和18.5.10 昭和20.11.22 昭和18.5.17アビと改称

昭和20.11.22

昭和20.11.22

昭和20.11.22

昭和20.11.22

昭和20.11.22

大正85.10 昭和16,12.8 昭和16.12.22 昭和20.4.30

昭和20.2.5

昭和20.2.5

昭和20.2.5

昭和19.11.9

昭和19.11.9

昭和20.2.5

昭和20.2.5

昭和20.2.5

昭和20.2.5

昭和20.2.5

昭和19.12.4

昭和19.12.4

昭和19.12.4

昭和18.3.10 昭和20.12.14

昭和18.3.10 昭和20.11.21

昭和18.3,10 昭和20.10.10

昭和20.12.13

昭和20.10.31

昭和20.10.31

昭和21.1.31

昭和20.12.12

昭和20.11.3

昭和20.12.31

昭和21.1.7

昭和20.8.24

昭和18.9,10 昭和20.11.5

昭和20.9.15

昭和19.5.1 昭和20.8.28

昭和20.11.12

昭和20.12.24

昭和20.8.23

大正8.5.10 昭和16.12.8 昭和17.5.10 昭和16.12.8閉鎖後バタビアヘ集結開業

大正8,5.10 昭和17.5.10

昭和16.3.10 昭和16.12.8 昭和17.5.12 昭和16.12.8閉鎖後バタピアヘ集結開業

昭和18.3.10 不明

昭和18.9.10 不明

不明

不明

不明

昭和19.6.10 不明

コーランポー

ピナン

ブキマタジャム

イポー

マラッカ

スレンバン

アロスター

ジョホールバル

コタバル

コーラトレンガス

タイピン

コーラリピス

クワンタン

コーラカンサー

タンジョンピナン

クチン

ミリ

サンダカン

ゼセルトン

シブ

タワオ

ブルネイ

コーラプライト

クダト

ラングーン

マンダレー

バセイン

モールメン

タポイ

ミンジャン

ラシオ

タウンジ

プローム

メルギー

メイミヨ

シェエボー

トングー

サガイン

メダン

パレンバン

バタン

ゴタラジャ

テロックベトン

タンジョンカラン

ジャンピー

バヵンバル

バンカルピナン

シボルガ

ベンクーレン

レンガット

ブキチンギ

ペマンシャンタル

ロスマウェ

ラハト

タルトン

バカンシァビ

スラバヤ

バタビア（ジャカルタ）

スマラン

バンドン

マラン

ジェンベル

ケデリー（ケデリ）

マデゥン（マデォン）

スラカルタ（ソロ）

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

オ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ネ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ヤ

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ト

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ラ

ボ

ボ

ポ

ボ

ポ

ボ

ボ

ボ

ポ

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

ャ

ャ

ャ

ャ

ャ

ャ

ャ

ャ

ャ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

マ

北

北

北

北

北

北

北

北

北

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ビ

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ス

ジ

ジ

ジ

ジ

ジ

ジ

ジ

ジ

ジ

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

４

４

４

４

４

４

４

４

４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

出張員事務所

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所

出張所

テロックベトン分室

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所→支店

出張所

派出所→出張所

出張所

出張所

出張所

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

出張所

出張所

出張所

出張所→支店

ジャワ 出張所→支店 昭和17.10.20 昭和19.6.10149 ジョグジヤカルタ

(ジョグジャ）

1942 不明

l50ジャワ マゲラン

,51ジャワ チレボン（チェリボン）

152ジヤﾜ ｾﾗﾝ

l53ｼャワ チラチヤップ

l54ジャワ ﾉｰﾄｳｪｲｸ

l55ｼｬﾜ ブルオケルト

156ジヤﾜ ベガロンガン

157ジヤワ ボゴル

158ジヤﾜ パテー

l59ジャワ バメカサン

16Oｼｬﾜ ポジョネゴロ

16lジャワ ｽｶﾌﾐ

l62ジャワ ﾎｰﾌｵｰﾄ

163フイリピン マニラ

164仏領インドシナサイゴン

165仏領インドシナハノイ

166仏領インドシナハイフォン

167タイ バンコク

168タイ ハジヤイ

出張所

出張所

出張所

出張所

(ジャカルタ支店）分店

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

出張所

派出所

派出所

出張所→支店

出張所→支店

出張所→支店

支店

出張所→支店

(バンコク支店）派出所

1942昭和17‘10.20

1942昭和17.10.20

1942昭和17.10.20

1942昭和17.10.20

1942昭和17.12.21

1943昭和18.1.15

1943昭和18.10.20

1943昭和18.11.1

1943昭和18.12.21

1944昭和19.2.1

1944昭和19.3.10

1944昭和19.10.1

1944昭和19.12.1

1918大正7.3.11

1920大正9.4.6

1941昭和16.2.1

1942昭和17.5.5

1936昭和11.7.3

1945昭和20.6.1

不明

不明

不明

不明 ブルオケルトヘ移転

不明

不明 チラチャップより移転

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

昭和20.1,6 開戦で一時閉鎖

昭和20,10.5 昭和6年廃止、昭和17年再設置

昭和20.11.22

昭和20.12.29

昭和20,9.16

不明

昭和18.1.15

大正8.5.10

昭和17.3.10

昭和17.3.10

昭和16.12.8

昭和6.3.31

昭和17.1.23

昭和16.6.16

昭和15.3.9

出典： 『横浜正金銀行全史』第6巻
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降
の
研
究
史
が
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
明
治
期
に
つ
い
て
は
余
り
蓄
積
は

多
く
な
く
、
創
立
間
も
な
い
正
金
銀
行
の
海
外
店
舗
の
設
置
に
関
す
る
研
究
は
全
く

（

２

）

な
い
と
い
っ
て
も
過
言
は
な
い
。
こ
の
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
資
料
的
な
制
約
に

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
周
知
の
と
お
り
正
金
銀
行
本
店
は
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
の
関
東
大
震
災
で
被
災
し
、
地
下
金
庫
室
に
収
納
し
て
い
た
以
外
の
書

類
、
各
種
帳
簿
、
支
店
と
の
通
信
報
告
類
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
て
し
ま
う
。
震
災

の
翌
一
○
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
正
金
銀
行
取
締
役
会
で
次
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ

（

３

）

れ
て
い
る
。

三
、
三
階
二
保
存
セ
ル
簿
書
保
存
規
程
ニ
ョ
ル
簿
書
類
ハ
全
部
焼
失
シ
タ
リ

四
、
帳
簿
類
ハ
多
少
焼
失
シ
タ
ル
モ
執
務
二
差
支
ナ
キ
程
度
二
残
存
セ
リ
唯
定

期
預
金
関
係
ノ
帳
簿
ハ
一
部
分
焼
失
シ
タ
ル
モ
多
数
ハ
海
外
支
店
関
係
ノ

モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
何
ト
カ
整
理
方
法
ヲ
講
ス
ル
途
ア
ル
ヘ
シ

こ
の
よ
う
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
本
店
と
は
異
な
り
、
震
災
前
か
ら
頭
取
席
な

ど
本
店
機
能
が
移
転
し
て
い
た
東
京
支
店
は
、
時
あ
た
か
も
新
築
中
で
あ
っ
た
が
、
幸

い
に
も
現
支
店
建
物
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
簿
書
保
存
取
扱
規
程
」
二

九
○
七
年
制
定
、
・
一
九
二
年
改
正
）
に
よ
り
保
管
中
の
書
類
の
多
く
は
被
害
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
海
外
支
店
か
ら
の
資
料
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
の
「
ロ
ン
ド
ン
支
店
要
録
」
が
最
も
古
い
も
の
で
、
明

治
期
の
各
支
店
・
出
張
所
が
本
店
に
提
出
し
た
半
季
毎
の
報
告
書
や
通
信
文
書
な
ど

（

４

）

は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
資
料
的
な
制
約
に
対
し
て
、
海
外
に
残
存
す
る
横
浜
正
金
銀
行
資

料
の
存
在
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
に
つ
い
て
は
、
太

（

５

）

平
洋
戦
争
開
始
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
官
憲
が
在
米
日
系
企
業
か
ら
接
収
し
た
文
書
が
米

国
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
横
浜
正
金
銀
行
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支

店
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
で
に
一
九
九
○
年
代
か
ら
横
浜
市
史
の
編
纂
事
業

で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
収
集
さ
れ
、
現
在
は
横
浜
市
史
資
料
室
に
て
公
開
さ
れ
て
い

（
６
）る

。
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
資
料
を
活
用
し
た
の
が
前
述
の
『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
正
金
銀
行
関
係
の
執
筆
担
当
者
で
あ
る
平
智
之
氏
の
一
連
の
研
究

が
あ
る
が
、
同
市
史
は
主
に
大
正
期
以
降
を
対
象
と
し
て
い
た
た
め
、
正
金
銀
行
の

分
析
も
大
正
期
以
降
に
限
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
文
書
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
正
金
銀
行
シ
ド
ニ
ー
支

店
の
資
料
を
活
用
し
た
の
が
石
田
氏
の
研
究
で
あ
る
。
中
国
の
桜
案
館
に
は
北
京
支

（

７

）

店
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
在
中
国
正
金
銀
行
支
店
の
研
究
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
正
金
銀
行
の
行
員
が
旧
蔵
し
て
い
た
資
料
に
も
銀
行
店
舗
に
関
す
る
記
録

が
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ョ
ン
出
張
所
で

創
設
以
来
一
二
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
出
張
所
主
任
を
務
め
た
川
島
忠
之
助
が
家
族

や
正
金
銀
行
関
係
者
に
送
っ
た
書
翰
な
ど
が
あ
り
、
筆
者
は
そ
れ
を
紹
介
し
た
こ
と

（

８

）

が
あ
る
。
ま
た
同
館
は
、
第
一
四
代
正
金
銀
行
頭
取
を
務
め
た
柏
木
秀
茂
の
手
元
に

残
さ
れ
た
資
料
も
所
蔵
し
て
い
る
。
柏
木
は
大
連
支
店
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
な
ど

海
外
支
店
の
支
配
人
を
勤
め
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
取
締
役
、
一
九
三
九
年

（

９

）

副
頭
取
を
経
て
一
九
四
三
年
に
頭
取
を
歴
任
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、
正
金
銀
行
の
海
外
店
舗
が
ど
の
よ
う
に
開
設
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
追
う
と
と
も
に
、
創
設
当
時
か
ら
の
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
の
開
設
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
し
た

い

。

前
述
の
と
お
り
正
金
銀
行
の
店
舗
は
一
六
八
店
舗
を
数
え
る
。
海
外
店
舗
を
地
域

別
に
み
る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
東
南
ア
ジ
ア
の
八
六
店
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
中

１
正
金
銀
行
の
海
外
店
舗
の
概
要
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国
で
、
関
東
州
と
満
州
の
一
四
店
を
加
え
る
と
合
計
四
八
店
舗
を
数
え
る
。
ョ
－
ロ

ヅ
パ
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
で
七
店
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

に
五
店
、
南
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
二
店
、
ア
フ
リ
カ
で
は
エ

ジ
プ
ト
に
一
店
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
一
店
、
イ
ン
ド
に
は
三
店
で
あ
る
。

正
金
銀
行
は
開
業
直
後
か
ら
海
外
店
舗
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
、
一
八
八
○
（
明

治
一
三
）
年
一
○
月
二
○
日
に
大
蔵
卿
に
次
の
と
お
り
出
願
し
た
。

海
外
へ
為
換
等
ヲ
取
組
ミ
大
二
業
務
ヲ
拡
伸
仕
度
候
二
付
テ
ハ
漸
ヲ
以
テ
英
国

倫
敦
仏
国
巴
里
米
国
紐
育
同
桑
港
及
清
国
上
海
等
へ
支
店
代
理
店
若
シ
ク
ハ
役

員
出
張
所
ヲ
設
置
シ
差
向
キ
為
換
ノ
事
務
取
扱
申
度
尤
開
設
ノ
節
ハ
速
二
御
届

（

叩

）

可
申
出
予
テ
御
許
可
被
成
下
置
度

こ
の
出
願
は
同
月
二
七
日
に
許
可
さ
れ
た
。
こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
、
パ

リ
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
上
海
と
い
っ
た
四
カ
国
五
都
市
へ
の

店
舗
開
設
は
、
パ
リ
が
リ
ョ
ン
に
変
更
し
た
以
外
は
ほ
ぼ
順
当
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
以
下
で
は
、
各
地
域
毎
に
店
舗
開
設
の
事
情
等
を
『
横
浜
正
金
銀
行
史
」
な
ど

に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
。

（
１
）
中
国
の
店
舗

中
国
で
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
上
海
出
張
所
（
初
代
主
任
六
等
手
代

西
巻
豊
佐
久
）
を
噴
矢
に
、
日
清
戦
争
後
の
一
八
九
六
年
に
香
港
出
張
所
（
初
代
主

（

ｕ

）

任
三
等
手
代
鍋
倉
直
）
に
、
一
八
九
九
年
に
天
津
出
張
所
（
初
代
出
張
所
主
任
六
等

手
代
奥
村
忠
三
郎
）
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。
上
海
へ
の
開
設
は
、
一
八
九
○
年

二
月
か
ら
正
金
銀
行
が
実
施
し
た
金
銀
為
替
出
合
法
に
と
も
な
い
本
店
上
海
間
の

（

吃

）

銀
貨
に
よ
る
為
替
決
済
の
便
益
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
。
一
八
九
四
年
八
月
一
日
、
日

清
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
上
海
出
張
所
は
一
時
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
終
戦

後
の
九
五
年
七
月
に
再
開
す
る
。
日
清
戦
争
後
に
は
中
国
と
日
本
と
の
貿
易
が
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
九
六
年
一
月
一
日
よ
り
上
海
出
張
所
に
「
為
替
基
銀
」
（
為
替
用
銀

（

過

）

資
金
）
が
置
か
れ
、
本
店
か
ら
独
立
し
て
為
替
決
済
で
き
る
独
立
統
括
店
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
正
金
銀
行
で
は
、
九
九
年
一
月
に
神
戸
支
店
を
対
中
国
業
務
の
拠
点
と
位
置

づ
け
、
本
格
的
に
中
国
方
面
へ
の
業
務
拡
大
が
進
め
ら
れ
、
翌
一
九
○
○
年
に
天
津

出
張
所
（
初
代
主
任
六
等
手
代
奥
村
忠
三
郎
）
と
長
崎
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
ま

た
同
年
一
月
に
牛
荘
に
支
店
（
初
代
支
配
人
六
等
手
代
中
村
錠
太
郎
）
を
設
置
す
る

と
同
時
に
、
既
設
の
上
海
、
香
港
、
天
津
の
三
出
張
所
を
支
店
に
昇
格
し
て
い
る
。
な

お
、
北
清
事
変
に
よ
り
天
津
と
牛
荘
の
両
支
店
は
一
時
閉
鎖
す
る
が
、
事
変
の
終
結

に
よ
り
営
業
再
開
し
た
。
な
お
、
上
海
支
店
は
北
清
事
変
の
賠
償
金
の
取
扱
を
政
府

か
ら
委
任
さ
れ
て
い
る
。
○
二
年
一
月
に
北
京
支
店
（
初
代
支
配
人
三
等
手
代
鍋
倉

直
）
が
、
一
○
月
に
は
天
津
支
店
支
那
街
分
店
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
分
店
は
天
津

支
店
が
英
租
界
内
に
あ
る
た
め
、
租
界
外
の
中
国
人
か
ら
の
預
金
獲
得
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
○
四
（
明
治
三
七
）
年
の
日
露
戦
争
の
開
戦
は
、
正
金
銀
行
の
中
国
各
店
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
牛
荘
は
ロ
シ
ア
軍
の
占
領
地
内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
牛

荘
支
店
は
一
時
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
行
員
は
天
津
を
経
由
し
て
本
国
に
引
き
揚

げ
て
い
た
が
、
日
本
軍
の
占
領
に
伴
い
同
年
七
月
に
は
再
開
し
て
い
る
。
一
方
、
戦

デ

ル

ニ

ー

争
中
に
日
本
軍
が
発
行
し
た
軍
票
の
交
換
業
務
を
行
う
た
め
、
同
年
八
月
青
泥
窪
〈
後

の
大
連
）
出
張
所
（
初
代
主
任
七
等
手
代
平
田
恒
太
郎
）
、
二
月
に
は
遼
陽
出
張
所

（
初
代
主
任
七
等
手
代
高
木
鉄
太
郎
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開
設
さ
れ
、
牛
荘
支
店
と
共
に
日

本
銀
行
代
理
店
と
し
て
金
庫
業
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
○
五
年
四
月
に
は
旅

順
陥
落
を
受
け
て
旅
順
口
出
張
所
（
初
代
主
任
七
等
手
代
小
貫
慶
治
）
が
開
設
さ
れ

る
一
方
、
遼
陽
出
張
所
は
戦
線
の
移
動
に
と
も
な
い
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
を
引
継
ぐ
奉

天
出
張
所
（
初
代
主
任
五
等
手
代
市
川
亮
功
）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
六

シ

ー

フ

ー

月
に
は
山
東
半
島
東
部
の
芝
呆
に
出
張
所
〈
初
代
主
任
六
等
手
代
杉
原
泰
雄
）
が
設
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置
さ
れ
た
。

日
露
戦
争
後
に
は
、
軍
票
回
収
と
中
国
お
よ
び
満
州
地
域
に
於
け
る
幣
制
統
一
と

い
う
政
府
か
ら
の
命
令
を
受
け
て
、
正
金
銀
行
は
横
浜
正
金
銀
行
券
（
一
覧
払
手
形
）

の
発
行
を
開
始
し
、
牛
荘
支
店
を
始
め
に
在
中
国
の
正
金
銀
行
の
九
店
舗
で
発
行
さ

（

Ｍ

）

れ
た
。一

九
○
七
〈
明
治
四
○
）
年
に
長
春
出
張
所
（
初
代
主
任
工
藤
金
三
郎
）
が
開
設

さ
れ
た
。
長
春
は
南
北
満
州
交
通
上
の
要
地
で
あ
っ
た
。
一
二
（
大
正
元
）
年
に
は

北
満
州
の
ハ
ル
ビ
ン
方
面
へ
の
日
本
製
品
の
輸
出
増
加
に
対
応
す
る
た
め
ハ
ル
ビ
ン

出
張
所
（
初
代
主
任
戒
田
秀
澄
）
が
開
設
さ
れ
た
。
翌
一
三
年
一
二
月
に
は
青
島
出

張
所
（
初
代
主
任
太
田
保
一
郎
）
が
租
借
地
に
開
設
さ
れ
た
が
、
翌
年
に
日
本
が
対

独
参
戦
し
た
こ
と
に
伴
い
一
旦
出
張
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
日
本
軍
の
占
領
に
伴
い
再
開

し
た
。
一
五
年
一
○
月
に
山
東
省
済
南
に
青
島
出
張
所
の
分
店
を
設
置
し
た
。
済
南

は
山
東
省
産
出
物
品
の
集
散
地
で
あ
り
試
験
的
に
開
設
し
た
の
で
あ
る
が
、
好
成
績

を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
一
九
年
五
月
に
支
店
に
昇
格
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
七
月
、
日
中
戦
争
が
開
始
し
、
日
本
軍
が
中
国
各
地

へ
戦
地
を
拡
大
す
る
に
伴
い
、
正
金
銀
行
は
軍
の
依
頼
に
よ
り
軍
関
係
の
出
納
事
務

（

鴫

）

を
取
り
扱
う
た
め
南
京
と
杭
州
に
出
張
員
の
派
遣
を
決
定
し
、
以
降
日
中
戦
争
期
に

正
金
銀
行
は
二
二
の
店
舗
を
設
置
す
る
が
、
そ
の
多
く
は
出
張
所
や
支
店
で
は
な
く

分
店
や
出
張
員
事
務
所
と
い
う
臨
時
的
な
店
舗
で
あ
っ
た
。

（
２
）
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
の
店
舗

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
製
品
の
東
南
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
輸
出
が
増
加
し
、
東

南
ア
ジ
ア
の
主
要
地
に
次
の
よ
う
に
店
舗
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
一

六
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
張
所
（
初
代
主
任
大
塚
伸
次
郎
）
、
一
八
年
に
ス
ラ
バ
ヤ
出

張
所
（
初
代
主
任
中
井
長
三
郎
）
、
一
八
年
に
は
ラ
ン
グ
ー
ン
出
張
所
（
初
代
主
任
鈴

木
萬
壽
雄
）
と
マ
ニ
ラ
出
張
所
（
初
代
主
任
武
内
和
吉
）
、
一
九
年
バ
タ
ビ
ア
出
張
所

（
初
代
主
任
中
井
長
三
郎
）
、
二
○
年
サ
イ
ゴ
ン
支
店
（
初
代
支
配
人
清
水
義
英
）
、
二

四
年
ス
マ
ラ
ン
〈
初
代
主
任
矢
吹
敬
二
と
設
置
が
相
継
い
だ
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

日
本
製
品
の
南
洋
へ
の
輸
出
増
加
に
と
も
な
う
為
替
取
引
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
出
張
所
開
設
が
企
図
さ
れ
、
ラ
ン
グ
ー
ン
は
当
時
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ
る
が
、
同
地

が
日
本
へ
大
量
の
米
穀
輸
出
地
で
あ
る
こ
と
と
、
逆
に
日
本
製
品
の
輸
出
増
加
の
見

込
み
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
タ
イ
で
は
、
日
本
産

の
綿
や
鉄
製
品
の
輸
出
が
増
加
し
、
そ
の
貿
易
金
融
の
た
め
に
一
九
三
六
年
に
バ
ン

（

恥

）

コ
ヅ
ク
出
張
所
（
初
代
主
任
中
村
豊
秋
）
が
開
設
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
以
外
の
ア
ジ
ア
の
店
舗
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二

月
八
日
の
太
平
洋
戦
争
開
始
以
降
に
開
設
さ
れ
た
店
舗
で
あ
る
。
正
金
銀
行
は
、
日

本
軍
の
軍
票
引
換
事
務
だ
け
で
な
く
、
円
に
よ
る
「
東
亜
金
融
圏
」
形
成
の
役
割
を

負
わ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
軍
支
配
圏
の
拡
大
や
縮
小
に
と
も
な
い
店
舗
の
設
置

と
一
時
閉
鎖
、
さ
ら
に
は
再
設
置
な
ど
め
ま
ぐ
る
し
く
店
舗
の
改
変
を
行
な
っ
て
い

プ
（
》
Ｏ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
正
金
銀
行
の
開
業
か
ら
二
年
後
の
一
八
八
二
（
明
治
十

五
）
年
に
高
木
貞
作
を
五
等
手
代
に
雇
い
入
れ
メ
ル
ボ
ル
ン
及
シ
ド
ニ
ー
出
張
員
と

し
て
六
月
に
派
遣
し
た
。
本
店
か
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
員
安
達
何
四
郎
に
送
っ
た

（

Ⅳ

）

通
信
文
に
は
右
の
出
張
員
の
採
用
事
情
が
記
載
さ
れ
て
い
る
．

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け
の
日
本
製
品
の
輸
出
が
振
る
わ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
翌
八
三
年
五
月
二
五
日
の
取
締
役
会
に
お
い
て
、
正
金
銀
行
出
張

員
を
引
上
げ
、
業
務
を
現
地
在
留
の
森
村
組
出
張
員
の
徳
田
利
彦
に
委
託
す
る
こ
と

（

肥

）

を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
高
木
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
員
事

（

的

）

務
所
へ
と
転
じ
て
い
る
。
な
お
、
『
横
浜
正
金
銀
行
史
』
を
は
じ
め
正
金
銀
行
の
行
史

で
は
、
こ
の
時
の
出
張
員
派
遣
を
も
っ
て
出
張
所
の
開
設
と
は
見
倣
し
て
お
ら
ず
、
公

（

恥

）

式
に
は
シ
ド
ニ
ー
へ
の
店
舗
展
開
は
一
九
一
五
（
大
正
四
年
と
し
て
い
る
。
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（
３
）
欧
米
の
店
舗

正
金
銀
行
が
最
も
早
く
海
外
に
行
員
を
派
遣
し
た
の
が
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年

の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
あ
り
、
こ
れ
を
噴
矢
に
欧
米
諸
国
へ
の
店
舗
展
開
が
進
め
ら
れ

た
。
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
そ

の
他
の
店
舗
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
八
一
年
一
月
、
正
金
銀
行
は
欧
米
の

外
国
為
替
や
経
済
状
況
の
視
察
の
た
め
取
締
役
小
泉
信
吉
と
行
員
日
原
昌
造
を
派
遣

し
た
。
小
泉
は
欧
米
金
融
界
の
中
心
地
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
で
の
店
舗
開
設
の
必
要
性

を
認
め
、
同
行
し
た
日
原
を
そ
の
ま
ま
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
さ
せ
て
出
張
員
事
務
所
を

開
設
さ
せ
た
。
開
業
当
初
は
為
替
取
組
高
も
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
東
洋

地
域
で
の
最
大
手
銀
行
の
位
置
を
占
め
て
い
た
オ
リ
エ
ン
タ
ル
（
東
洋
）
銀
行
が
八

四
年
に
破
綻
す
る
と
、
日
本
政
府
は
そ
れ
ま
で
オ
リ
エ
ン
タ
ル
銀
行
に
取
り
扱
わ
せ

て
い
た
外
債
元
利
支
払
な
ど
の
在
外
官
金
事
務
や
御
用
為
替
の
業
務
を
正
金
銀
行
に

委
託
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
一
二
月
、
日
本
の
銀
行
と
し
て
は
最
初
の
海
外
支
店

を
ロ
ン
ド
ン
に
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
支
店
の
開
設
準
備
に
際
し
て

は
、
取
締
役
相
馬
永
胤
と
行
員
豊
島
守
三
郎
が
派
遣
さ
れ
、
現
地
の
園
田
孝
吉
領
事

な
ど
と
綿
密
な
調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
支
店
開
設
前
に
正
金
銀
行
頭
取
原
六
郎

か
ら
大
蔵
卿
松
方
正
義
に
「
倫
敦
支
店
開
設
ノ
順
序
並
二
営
業
ノ
目
途
」
を
伺
い
で

て
お
り
、
そ
こ
に
は
日
本
領
事
館
の
近
く
に
支
店
を
開
設
し
、
外
国
公
債
事
務
等
に

熟
練
し
た
外
国
人
を
雇
用
す
る
、
ロ
ン
ド
ン
の
確
実
な
銀
行
と
コ
ル
レ
ス
契
約
を
結

び
、
ま
た
、
営
業
内
容
も
御
用
為
替
や
御
用
荷
為
替
、
御
用
外
国
貨
幣
地
金
の
買
入
、

外
国
債
元
利
仕
払
、
日
本
政
府
の
御
用
預
金
、
当
座
預
金
及
定
期
預
金
に
限
定
し
て

（

皿

）

い
る
。
な
お
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
開
設
時
に
は
、
シ
ド
ニ
ー
の
森
村
組
出
張
員
で
あ
っ

た
徳
田
利
彦
を
雇
い
入
れ
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
心
得
に
任
命
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
横
浜
の
外
国
商
館
に
勤
務
し
て
い
た
川
島
忠
之
助
を
一
八
八
二

年
三
月
に
五
等
手
代
に
雇
い
入
れ
、
パ
リ
及
び
リ
ョ
ン
出
張
員
と
し
て
五
月
に
派
遣

（

塊

）

し
た
。
当
時
パ
リ
へ
は
日
本
製
の
陶
磁
器
類
、
ョ
－
ロ
ヅ
パ
最
大
の
絹
織
物
生
産
地

で
あ
る
リ
ョ
ン
ヘ
は
日
本
産
絹
糸
の
輸
出
が
盛
ん
で
、
リ
ョ
ン
出
張
所
設
置
以
前
は
、

横
浜
の
直
輸
出
会
社
の
一
つ
で
あ
る
同
伸
会
社
の
リ
ョ
ン
出
張
員
を
正
金
銀
行
代
理

（

鰹

）

人
に
依
頼
し
て
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
荷
為
替
業
務
の
拡
大
に
と
も
な
い
出

張
所
の
開
設
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
ハ
ン
ブ
ル
グ
支
店
（
初
代
支
配
人
中

井
長
三
郎
）
、
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
ベ
ル
リ
ン
出
張
所
（
初
代
主
任
は
ハ
ン
ブ
ル
グ

支
店
支
配
人
中
山
長
治
が
兼
務
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
は
ド
イ
ツ
経

済
の
中
心
地
で
あ
り
、
日
本
郵
船
の
航
路
が
一
九
年
に
開
設
さ
れ
る
な
ど
日
独
貿
易

の
拡
大
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
八
六
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
初
代
主
任
六
等
手
代
鍋
倉
直
）
、
九
二
年
に

ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
に
（
初
代
主
任
杉
山
藤
三
郎
）
に
そ
れ
ぞ
れ
出
張
所
が
開
設
さ

れ
て
い
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
太
平
洋
に
面
す
る
貿
易
港
で
日
本
と
の
貿
易
が

年
々
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
貿
易
金
融
の
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
は
日

本
か
ら
の
官
約
移
民
と
い
わ
れ
る
邦
人
出
稼
者
が
多
く
、
彼
ら
の
預
金
受
入
と
本
国

へ
の
送
金
業
務
を
理
由
に
出
張
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
名
称
は
ホ
ノ
ル
ル
の
地
名
で

は
な
く
ハ
ワ
イ
出
張
所
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
支
店
の
分
店
が
、
一
七
年
に
は
シ
ア
ト
ル
に
も
出
張
所
（
初
代
主
任
工
藤
今
治

郎
）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

南
米
で
は
、
一
九
一
八
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
出
張
所
（
初

代
主
任
前
田
忠
）
を
開
設
し
、
翌
一
九
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
支

店
（
初
代
支
配
人
に
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
出
張
所
主
任
前
田
忠
が
兼
務
）
を
開
設

し
た
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
羊
毛
な
ど
の
輸
出
が
盛
ん
で
、
商
社
等
の
進
出
も
あ

り
貿
易
金
融
の
必
要
か
ら
出
張
所
を
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
翌
年
に
は
支
店
へ
と
昇

格
し
て
い
る
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
は
日
系
移
民
が
多
く
南
米
貿
易
の
発
展
に
対
応
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（
１
）
出
張
員
の
派
遣

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
は
正
金
銀
行
が
最
初
に
行
員
を
派
遣
し
た
都
市
で
、
そ
の
設
置
の

（

餌

）

理
由
に
つ
い
て
『
横
浜
正
金
銀
行
史
」
は
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

斯
く
て
内
地
向
の
業
務
は
漸
く
緒
に
就
い
た
か
ら
、
更
に
進
ん
で
海
外
に
営
業

の
範
囲
を
拡
張
す
る
為
め
、
十
三
年
八
月
先
づ
紐
育
に
行
員
を
派
遣
し
て
、
外

国
為
替
の
方
法
調
査
に
着
手
さ
せ
た
。
爾
後
同
地
出
張
員
は
引
続
き
後
記
の
御

用
為
替
事
務
其
他
に
従
事
し
、
業
務
の
拡
張
と
共
に
人
数
も
増
加
し
遂
に
現
在

の
紐
育
支
店
と
な
っ
た
。
是
は
本
行
が
海
外
に
出
張
員
を
常
駐
さ
せ
た
噴
矢
で

あ

る

。

海
外
業
務
す
な
わ
ち
外
国
為
替
の
方
法
調
査
と
御
用
為
替
事
務
に
従
事
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
と
い
う
。
そ
も
そ
も
正
金
銀
行
は
海
外
へ
の
貿
易
金
融
す
な
わ
ち
銀

貨
供
給
を
目
的
に
設
立
し
た
訳
で
あ
る
が
、
正
貨
獲
得
の
た
め
に
直
輸
出
を
奨
励
す

る
政
策
に
従
い
、
そ
れ
ま
で
外
国
銀
行
が
担
っ
て
い
た
外
国
為
替
業
務
を
正
金
銀
行

し
た
支
店
の
開
設
で
あ
っ
た
。

（
４
）
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
の
店
舗

イ
ン
ド
で
は
、
一
八
九
四
年
ボ
ン
ベ
イ
（
初
代
主
任
六
等
手
代
豊
島
守
三
郎
）
、
一

九
二
年
カ
ル
カ
ヅ
タ
（
初
代
主
任
西
巻
畏
三
郎
）
、
二
五
年
カ
ラ
チ
（
初
代
主
任
平

井
勇
）
に
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
土
地
は
イ
ン
ド
綿
花
等
の
集
散
地
で

あ
り
、
日
本
へ
の
輸
出
を
取
り
仕
切
る
三
井
物
産
、
そ
の
金
融
を
扱
う
正
金
銀
行
、
そ

の
輸
送
を
す
る
ボ
ン
ベ
イ
航
路
を
開
設
し
た
日
本
郵
船
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
日

本
の
綿
糸
紡
績
業
の
繁
栄
を
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
〈
初
代
主
任
粕
谷
富
太
郎
）
に
は
一
九
二
六
年
七
月
に
出
張
所
が
開
設
さ
れ
る

が
、
こ
れ
も
ま
た
エ
ジ
プ
ト
綿
花
の
輸
入
に
拘
わ
る
貿
易
金
融
業
務
の
た
め
で
あ
る
。

２
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
の
開
設
と
組
織
、
業
務

（

配

）

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
外
国
為
替
は
初
め
て
の
事
業
で
あ
り
、
外
国
為
替
業
務
に
熟
知
し

た
行
員
も
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
八
八
○
（
明
治
一
三
）
年
八
月
六
日
、
正

金
銀
行
頭
取
中
村
道
太
は
大
蔵
省
銀
行
局
長
岩
崎
小
二
郎
に
宛
て
て
行
員
の
ニ
ュ
ー

（

配

）

ョ
－
ク
派
遣
に
つ
い
て
届
け
出
た
。
海
外
貿
易
決
済
を
行
う
た
め
に
は
海
外
の
要
地

に
支
店
を
設
け
、
該
地
の
有
力
銀
行
と
コ
ル
レ
ス
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
調
査
を
目
的
に
手
代
安
達
何
四
郎
の
派
遣
を
同
年
七
月
二
十
日
の
取
締

（

幻

）

役
会
で
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
達
は
一
八
七
七
（
明
治
一
○
）
年
頃
東
京
商

法
講
習
所
を
中
退
し
、
三
井
物
産
会
社
簿
記
方
勤
務
を
経
て
、
正
金
銀
行
開
業
直
後

（

邪

）

の
八
○
年
三
月
二
六
日
に
入
行
し
て
い
る
。
ま
た
交
訶
社
員
で
も
あ
り
福
沢
諭
吉
の

（

”

）

慶
応
義
塾
人
脈
と
の
関
係
も
う
か
が
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
簿
記
の
実
務

経
験
を
有
し
て
お
り
、
さ
ら
に
語
学
も
堪
能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出

張
員
に
抜
擢
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
安
達
は
一
八
八
○
年
八
月
に
横
浜
か
ら
出
航
し
、
九
月
初
め
に
は
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
に
到
着
し
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
に
一
部
屋
を
賃
借
し
、
自

宅
兼
出
張
員
事
務
所
と
し
た
。
本
節
の
（
３
）
で
述
べ
る
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出

張
所
の
正
式
な
開
設
は
八
四
年
五
月
二
二
日
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
安
達
た

ち
出
張
員
が
執
務
し
た
事
務
所
も
、
当
時
の
記
録
で
は
「
出
張
所
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
両
者
の
混
同
を
防
ぐ
た
め
に
、
正
式
な
出
張
所
開
設
以
前
を
本
稿
で
は
「
出

張
員
事
務
所
」
と
仮
に
表
記
す
る
こ
と
に
し
た
い
．

安
達
の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
安
達
が
本
店
に
報
告
し
た

（

訓

）

「
半
季
実
際
考
課
状
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
「
半
季
実
際
考
課
状
」
と
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー

ク
出
張
所
に
お
け
る
半
年
（
六
月
及
一
二
月
〆
）
ご
と
の
庶
務
概
要
や
諸
勘
定
、
損

益
勘
定
等
を
ま
と
め
た
報
告
書
の
こ
と
で
、
毎
年
二
回
の
株
主
総
会
に
提
出
す
る
銀

行
全
体
の
「
半
季
実
際
考
課
状
」
の
基
礎
資
料
と
な
る
。
そ
の
第
一
回
半
季
実
際
考
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（

瓠

）

課
状
の
冒
頭
に
は
次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
四
年
一
月
一
日
ョ
リ
六
月
三
十
日
マ
テ
六
ヶ
月
間
当
紐
育
出
張
所
ノ
庶

務
顛
末
及
上
諸
勘
定
ノ
各
項
ヲ
精
査
シ
今
之
ヲ
本
店
へ
報
告
ス
ル
事
左
ノ
如
シ

出

張

所

之

事

（

マ

マ

）

一
当
紐
育
出
張
所
ハ
本
年
五
月
一
日
ヲ
以
テ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ニ
百
九
十
番
地

ニ
ー
ト
部
屋
ヲ
借
入
出
張
所
ト
シ
テ
專
ラ
荷
為
換
代
金
取
立
井
並
為
換
取
組

ノ
業
務
取
扱
ヲ
ナ
ス
ノ
ミ
ニ
シ
テ
貸
付
金
預
り
金
多
ク
ナ
ラ
ス
然
ル
ー
未
タ

創
業
ノ
際
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
荷
為
換
為
換
等
二
至
リ
テ
モ
未
タ
充
分
ト
ス
ル

事
ナ
シ
故
二
当
営
業
所
ノ
景
況
ト
シ
テ
報
セ
シ
事
ナ
シ

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
員
事
務
所
は
荷
為
替
代
金
の
取
り
立
て
と
為
替
取
組
が
主
要

な
業
務
で
、
現
金
の
貸
付
や
預
金
と
い
っ
た
業
務
は
捗
ば
か
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
開
業
当
初
、
出
張
員
の
安
達
は
正
金
銀
行
か
ら
の
代
理
人
委
任
状
が
与
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
内
で
米
国
銀
行
に
口
座
が
開
設
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
安
達
か
ら
の
申
出
を
受
け
た
本
店
で
は
、
「
横
浜
正

金
銀
行
代
理
人
ノ
名
義
ヲ
掲
ヶ
候
事
ニ
付
評
議
仕
候
処
是
は
亦
タ
暫
時
御
見
合
セ
置

被
下
度
」
、
．
店
ヲ
開
ラ
キ
公
然
横
浜
正
金
銀
行
代
理
人
ノ
名
義
ヲ
掲
ヶ
候
事
ニ
付

評
議
仕
候
処
是
は
亦
タ
暫
時
御
見
合
セ
置
被
下
度
尤
モ
追
々
倫
敦
ノ
方
モ
相
定
マ
リ

（

蛇

）

可
申
候
間
其
節
篤
卜
評
議
ヲ
遂
ゲ
委
細
可
申
上
候
」
と
本
店
で
は
暫
時
保
留
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
八
一
年
一
・
月
に
海
外
為
換
業
務
の
調
査
の
た
め
ア
メ
リ
カ
を
経
由

し
て
イ
ギ
リ
ス
に
出
張
し
た
小
泉
信
吉
の
復
命
害
に
も
見
ら
れ
る
。
「
安
達
氏
二
相
応

ノ
委
任
状
無
之
力
故
二
我
正
金
銀
行
ノ
名
目
ヲ
以
テ
取
引
ハ
開
キ
難
ク
小
生
二
於
テ

モ
亦
此
約
定
ヲ
取
結
フ
ノ
権
ヲ
有
セ
サ
ル
カ
故
二
唯
一
時
少
シ
ク
不
便
ヲ
忍
フ
ノ
ミ

（

調

）

卜
決
心
シ
安
達
氏
一
個
ノ
名
目
ヲ
以
テ
当
座
ロ
ヲ
開
キ
タ
リ
」
。
結
局
は
安
達
個
人
名

義
の
当
座
預
金
を
開
設
し
た
も
の
の
大
量
の
荷
為
替
の
決
済
な
ど
は
不
可
能
な
実
情

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２
）
出
張
員
の
交
代

一
八
八
二
年
五
月
一
三
日
の
米
国
郵
船
に
て
五
等
手
代
戸
次
兵
吉
が
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
向
け
て
横
浜
を
出
港
し
た
。
こ
れ
は
同
年
三
月
二
十
五
日
開
催
の
取
締
役

（

弱

）

会
に
て
「
戸
次
兵
吉
ヲ
紐
育
へ
出
張
セ
シ
メ
安
達
何
四
郎
ト
交
代
帰
朝
セ
シ
ム
ル
事
」

の
決
定
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。
交
代
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
本
店
通

信
』
中
に
は
、
帳
簿
の
記
載
や
荷
為
替
の
取
扱
に
関
し
て
安
達
と
本
店
と
の
間
で
理

解
の
違
い
が
見
ら
れ
、
そ
の
解
消
の
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
七
月
一
日
を
以
て
名

そ
の
一
方
で
「
当
地
二
於
ケ
ル
出
張
員
ノ
事
務
追
々
繁
忙
二
赴
キ
タ
ル
以
上
ハ
今

日
迄
ノ
如
ク
下
宿
屋
ノ
ー
隅
二
坐
シ
テ
事
務
ヲ
扱
う
等
ノ
儀
ハ
其
不
便
ハ
勿
論
決
シ

（

マ

マ

）

テ
得
策
二
非
サ
ル
カ
故
一
二
同
協
議
ノ
上
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
百
九
十
番
地
二
一
小
店

ヲ
借
リ
テ
此
処
ヲ
事
務
取
扱
所
ト
定
メ
タ
リ
」
と
も
小
泉
の
復
命
書
に
あ
る
よ
う
に
、

御
用
荷
為
替
の
業
務
は
増
加
し
て
い
っ
た
。

な
お
、
安
達
は
個
人
的
な
立
場
で
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
荷
物
類
を
販
売
も
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
横
浜
商
人
の
中
に
は
安
達
宛
に
荷
物
を
送
付
し
其
代
理
販
売
を
依
頼

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
店
か
ら
は
「
固
ョ
リ
銀
行
者
タ
ル
モ
ノ
ハ
荷
物
ヲ
相
扱
フ

モ
ノ
ニ
無
之
従
来
貴
君
実
二
諸
荷
物
ヲ
送
り
候
モ
ノ
ハ
変
則
中
ノ
甚
タ
シ
キ
モ
ノ
ニ

テ
銀
行
ノ
不
面
目
ト
モ
可
申
事
と
存
居
候
故
二
過
日
も
申
上
候
通
り
以
来
ハ
貴
員
宛

（

別

）

ノ
荷
物
ハ
一
切
相
断
り
申
候
間
左
様
御
承
知
可
被
下
候
」
と
強
い
調
子
で
安
達
に
通

知
し
て
い
る
。

横
浜
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間
の
通
信
手
段
は
、
緊
急
時
の
電
信
を
除
け
ば
郵
船
便
に

托
す
書
翰
し
か
な
く
、
さ
ら
に
横
浜
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
う
太
平
洋
郵

船
は
一
ヶ
月
に
二
便
し
か
な
く
、
後
に
八
五
年
一
○
月
か
ら
は
一
ヶ
月
三
便
と
な
る

が
、
往
復
で
二
ヶ
月
弱
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
生
じ
る
た
め
意
思
疎
通
が
十
分
に
と
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
や
誤
解
も
生
じ
て
い
る
．
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（

妬

）

義
を
変
更
し
、
事
務
引
継
ぎ
を
終
え
た
安
達
は
帰
国
の
途
に
就
き
、
同
年
一
○
月
一

九
日
に
横
浜
に
到
着
し
、
翌
年
八
月
に
安
達
は
正
金
銀
行
を
退
職
し
て
い
る
。

戸
次
は
、
一
八
八
一
年
一
二
月
に
正
金
銀
行
に
入
行
す
る
以
前
は
大
蔵
省
銀
行
局

勤
務
で
正
金
銀
行
管
理
官
で
あ
っ
た
経
緯
も
あ
り
、
正
金
銀
行
側
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
戸
次
は
若
く
し
て
英
語
を
研
讃
し
、
七
六
年
に
大
蔵
省
紙
幣

寮
の
学
局
に
て
銀
行
学
や
経
済
学
を
学
び
、
大
蔵
省
に
て
銀
行
業
務
や
為
換
業
務
に

熟
練
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
入
行
す
ぐ
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
ヘ
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

戸
次
は
八
四
年
九
月
に
帰
朝
す
る
ま
で
の
二
年
四
ヶ
月
間
に
わ
た
り
出
張
員
事
務
所

（

”

）

の
業
務
を
切
り
盛
り
し
た
。

一
八
八
三
年
四
年
九
月
二
日
、
欧
米
各
地
出
張
所
検
査
の
た
め
正
金
銀
行
取
締

役
兼
外
国
為
換
部
支
配
人
の
村
田
一
郎
が
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
到
着
し
、
紐
育
出
張
員

事
務
所
の
業
務
を
直
接
指
揮
監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
村
田
は
鹿
児
島
県
出
身
で
、

七
四
年
頃
に
米
国
で
商
業
な
ど
を
学
び
、
帰
国
後
は
東
京
の
三
田
製
紙
場
の
副
社
長

を
勤
め
て
い
た
が
、
明
治
一
五
年
一
月
に
官
選
取
締
役
に
就
任
し
、
一
○
月
に
は
外

国
為
換
部
支
配
人
に
就
任
し
て
い
た
。
村
田
が
ど
う
し
て
正
金
銀
行
の
官
選
取
締
役

に
就
任
し
た
の
か
詳
し
い
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
米
国
遊
学
中
に
富
田
鉄
之
助
、
神

（

犯

）

鞭
知
常
等
と
親
交
を
重
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
正
金
銀
行
管
理
官
を
勤
め
て
い
た
富

田
や
神
鞭
の
推
薦
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
村
田
が
到
着
し
た
当
時
の
紐
育
出
張
員
事
務
所
は
、
出
張
員
の
戸
次
一
名

だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
程
に
多
く
の
業
務
を
抱
え
て
お
り
、
と
り
わ
け
直
輸
出
会

社
が
取
り
組
ん
だ
荷
為
替
金
の
回
収
が
滞
る
事
態
が
相
継
ぎ
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
た
。
村
田
は
、
戸
次
を
直
輸
会
社
の
一
つ
で
あ
る
日
本
商
会
監
督
役
に
専
任
さ

（

鋤

）

せ
、
村
田
自
身
が
出
張
員
事
務
所
の
業
務
を
臨
時
に
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本
人
を
現
地
採
用
し
て
直
輸
会
社
在
米
支
店
の
監
督

役
に
充
て
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
日
本
領
事
と
御
用
荷
為
替
の
協
議
を
す
る
な
ど
、
荷

為
替
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

一
八
八
三
年
一
二
月
に
は
、
前
年
六
月
か
ら
メ
ル
ボ
ル
ン
及
シ
ド
ニ
ー
に
出
張
し

（

㈹

）

て
い
た
五
等
手
代
高
木
貞
作
が
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
ヘ
赴
任
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
村
田

は
当
初
か
ら
の
予
定
で
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
と
リ
ョ
ン
の
出
張
所
の
視
察
の
た
め
、
翌

八
四
年
一
月
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
を
離
れ
た
．

村
田
の
要
請
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
八
四
年
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
員
事
務

所
の
人
員
が
増
員
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
五
月
に
六
等
手
代
と
し
て
採
用
さ
れ
た
鍋

倉
直
は
、
翌
六
月
二
十
八
日
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
着
任
し
、
直
輸
会
社
三
社
の
監
督
役

を
務
め
、
次
に
、
六
月
一
三
日
に
八
等
手
代
と
し
て
採
用
さ
れ
た
一
井
保
も
ま
た
八

（

似

）

月
一
七
日
に
着
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
在
住
の
西
巻
豊
佐
久
を
雇
と

（

蛇

）

し
て
七
月
に
採
用
し
、
直
輸
会
社
の
荷
為
替
商
品
の
監
督
役
を
命
じ
て
い
る
。
戸
次

は
七
月
二
十
八
日
に
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
を
離
れ
帰
国
し
た
の
で
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張

員
事
務
所
は
高
木
、
鍋
倉
、
一
井
、
西
巻
の
四
名
体
制
と
な
っ
た
。
八
四
年
上
半
季

（

“

）

の
外
国
店
舗
の
行
員
数
は
ロ
ン
ド
ン
の
一
名
や
リ
ョ
ン
の
二
名
に
比
べ
て
も
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
が
多
い
の
は
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
員
事
務
所
が
取
り
扱
う
荷
為
換
関
係
事

務
が
多
い
た
め
で
あ
っ
た
．

（
３
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
の
開
設

一
八
八
四
年
五
月
二
十
二
日
、
高
木
貞
作
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
主
任
に
命
じ

ら
れ
た
。
本
店
か
ら
高
木
へ
の
辞
令
が
六
月
三
十
日
に
本
人
に
届
け
ら
れ
、
高
木
は

（

“

）

す
ぐ
さ
ま
在
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
日
本
領
事
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ョ

ー
ク
出
張
員
事
務
所
は
正
式
な
出
張
所
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
前

節
の
と
お
り
ロ
ン
ド
ン
出
張
所
が
支
店
に
昇
格
す
る
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
ロ

ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
間
の
為
替
、
資
金
の
回
送
な
ど
業
務
の
円
滑
な
遂
行
の
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年
九
月
に
は
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
心
得
徳
田
利
彦
、
リ
ョ
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表2 1885年（明治18）年下半季のニューヨーク出張所行員 ン
出
張
所
主
任
川
島
忠
之
助
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
主
任
高
木
貞
作
へ
の
正
金
銀

（

幅

）

行
の
委
任
状
が
用
意
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
開
設
事
務
の
た
め
に
十
四
日
か
ら
欧
米

に
出
発
す
る
相
馬
永
胤
取
締
役
に
そ
の
委
任
状
が
預
け
ら
れ
、
各
支
配
人
や
主
任
に

－－－

細目～箸羅 五等手代 六等手代 七等手代 八等手代 臨時雇
～

滞在手当週給

別段手当

人貝

氏名

弗

弗

０

０

作

吃

３

略

貞

任

木

主

高

100弗

（20弗）

詰員1名

鍋倉直

70弗 70弗| 3弗～10弗

名

睡

１

１

璽

星

鎭

巻

一
三
側
西

名

保

１罎
井

三

口

一

臨時1名

外国人

出典 「横浜正金銀行紐育出張所第7回半季実際考課状』

表3横浜正金銀行ニューヨーク出張所歴代主任

就任年月日

1884(明治17)年5月29日

1891(明治24)年3月31日

1891(明治24)年5月27日

1891(明治24)年10月27日

1892(明治25)年8月1日

1894(明治27)年2月16日

1903(明治36)年6月22日

1919(明治42)年12月16日

氏名

高木貞作

日原昌造

大坪文次郎

青木鉄太郎

高木貞作

長崎剛十郎

今西兼二

一宮鈴太郎

転任年月日

1891(明治24)年3月30日

1891(明治24)年5月27日

1891(明治24)年10月27日

1892(明治25)年8月1日

1893(明治26)年12月14日

1903(明治36)年6月22日

1919(明治42)年10月16日

1921(大正10)年2月17日

備考

臨時主任

1920年支店昇格し支配人

出典正友会所蔵資料より作成

（
４
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所
の
主
要
業
務

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
が
正
式
に
開
設
さ
れ
た
一
八
八
四
年
上
半
季
の
業
務
内
容

を
『
第
七
回
半
季
実
際
考
課
状
』
か
ら
抄
出
す
る
。
当
該
期
の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
況

は
「
前
年
不
振
ノ
余
響
ヲ
受
ヶ
打
続
キ
復
慢
ノ
情
状
」
で
「
五
月
二
於
テ
当
府
株
式

取
引
高
井
二
銀
行
会
社
ノ
俄
然
倒
産
ス
ル
者
ア
リ
テ
為
二
商
業
世
界
ノ
勢
ヲ
沮
滞
シ

遂
二
挽
回
ノ
運
二
至
ラ
ズ
シ
テ
全
季
ヲ
終
リ
シ
ナ
リ
」
と
の
不
景
気
の
中
で
も
、
「
当

季
前
半
二
於
テ
ハ
生
糸
取
引
上
活
発
ノ
情
状
ヲ
現
ハ
シ
我
生
糸
商
二
於
テ
モ
相
応
ノ

商
業
ヲ
為
シ
タ
ル
」
こ
と
か
ら
「
当
出
張
所
事
務
ノ
如
キ
ハ
頗
ル
繁
忙
ナ
リ
シ
」
と

交
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
名
実
と
も
に
出
張
所
と
し
て
の
体
制
が
整
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
所

の
一
八
八
五
年
下
半
季
の
職
員
の
内
訳
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

主
任
は
五
等
手
代
の
高
木
で
、
六
等
手
代
鍋
倉
、
七
等
手
代
西
巻
、
八
等
手
代
一

井
、
そ
し
て
臨
時
雇
の
米
国
人
一
名
の
計
五
名
で
あ
る
。
表
中
の
手
当
は
本
給
と
は

別
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
本
給
は
正
金
銀
行
申
合
規
則
の
規
定
に
よ
り
高
木
が
三

○
円
、
鍋
倉
が
二
五
円
、
西
巻
が
一
七
円
、
一
井
が
一
五
円
で
あ
る
。
な
お
、
滞
在

手
当
は
週
給
で
、
別
段
手
当
は
高
木
の
主
任
手
当
に
相
当
す
る
も
の
で
、
高
木
の
一

時
帰
国
中
に
主
任
代
行
を
勤
め
た
鍋
倉
に
も
別
段
手
当
が
支
給
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
八

四
年
一
月
か
ら
は
一
月
と
七
月
に
海
外
勤
務
者
へ
も
賞
与
金
の
支
給
が
始
ま
り
、
八

五
年
七
月
に
は
、
主
任
の
高
木
へ
は
通
常
と
臨
時
を
合
計
し
て
一
○
五
○
円
も
の
賞

（

妬

）

与
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
九
一
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
支
配
人
の
日
原
昌
造
が
高
木
と
交
代
し
て
ニ

ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
主
任
と
な
る
が
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
が
支
店
に
昇

格
す
る
ま
で
の
歴
代
の
主
任
は
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
出
張
所
開
設
当
時

に
勤
務
し
た
行
員
の
肖
像
は
末
尾
の
図
版
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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本
稿
の
前
半
で
は
、
世
界
三
大
為
替
銀
行
の
一
つ
と
称
せ
ら
れ
た
正
金
銀
行
の
海

外
展
開
に
つ
い
て
、
主
に
店
舗
設
置
の
時
期
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

を
描
い
た
。
後
半
で
は
従
来
の
研
究
史
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
の
開
設
事
情
か
ら
職
員
の
配
置
や
交
替
な
ど
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
の
果
た
し
た

役
割
を
為
替
、
荷
為
替
、
預
金
・
貸
金
な
ど
の
業
務
の
変
化
や
特
徴
に
つ
い
て
、
と

り
わ
け
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
向
け
の
荷
為
替
の
増
加
と
、
御
用
荷
為
替
の
問
題
点
に
つ
い

て
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
は
考
え
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
ま
た
正
金
銀
行
の
行
員
が
ど
の
よ
う
に
出
張
所
や
支
店
を
転
勤
し
て
い
っ
た

の
か
、
正
金
銀
行
の
人
事
配
置
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
点
で
あ
る
が
、
同
様
に
省
略

い
う
状
況
に
も
か
わ
ら
ず
、
前
半
季
と
比
べ
て
、
「
金
銀
出
納
高
二
於
テ
ハ
三
割
八
歩

余
ヲ
増
シ
荷
為
換
取
立
高
二
於
テ
ハ
三
割
余
ヲ
増
シ
為
換
金
取
組
高
ハ
一
倍
八
割
八

歩
余
ヲ
増
加
セ
リ
而
シ
テ
其
仕
払
高
二
於
テ
四
倍
八
割
七
歩
金
ヲ
増
加
ス
唯
タ
代
金

（

岬

）

取
立
手
形
二
於
テ
ハ
ー
割
七
歩
余
ヲ
減
シ
タ
リ
」
と
い
う
好
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
海
外
御
用
荷
為
替
の
内
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
向
け
の
荷
為
替
で
、
期
限
ま
で

に
荷
受
人
が
代
金
を
納
付
し
な
い
た
め
た
め
総
計
で
四
四
九
二
ド
ル
五
七
セ
ン
ト
の

未
収
金
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
荷
物
の
管
理
及
商
社
へ
の
監
督
、
未
収
金
の
取

立
な
ど
の
業
務
の
負
担
が
多
く
、
八
九
年
の
御
用
荷
為
替
廃
止
以
降
も
未
収
金
の
処

分
が
正
金
銀
行
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

結
果
と
し
て
八
四
年
上
半
季
の
損
益
勘
定
は
、
経
費
総
額
が
三
一
三
○
ド
ル
五
九

セ
ン
ト
に
対
し
利
益
総
額
九
三
八
ド
ル
四
三
セ
ン
ト
で
、
差
引
二
二
一
二
ド
ル
一
六

セ
ン
ト
の
赤
字
で
は
あ
る
が
、
経
費
に
は
、
借
家
賃
、
椅
子
や
机
な
ど
什
器
、
出
張

所
員
の
滞
在
手
当
や
旅
費
、
夜
間
弁
当
代
、
煙
草
代
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

T註
、一ヶ

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
の
課
題
と
す
る
。

、
〆

（
２
）

（
３
）

一
八
八
七
（
明
治
二
○
）
年
の
「
横
浜
正
金
銀
行
定
款
」
第
一
九
条
に
は
「
当
銀
行
ノ
支
店

又
ハ
出
張
所
ハ
ー
度
開
設
ス
ル
モ
支
店
ハ
株
主
総
会
ノ
決
議
ニ
依
り
出
張
所
ハ
取
締
役
ノ
決

議
ヲ
以
テ
其
場
所
ヲ
変
更
シ
又
ハ
廃
止
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
支
店
に
つ
い
て
は
、
横
内
正
雄
「
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
於
け
る
横
浜
正
金
銀
行

ロ
ン
ド
ン
支
店
」
（
東
北
大
学
経
済
学
会
研
究
年
報
経
済
学
一
九
八
四
年
）
、
同
「
横
浜
正

金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
扁
胃
‐
こ
ぢ
」
（
一
九
八
七
年
博
士
論
文
）
、
平
智
之
「
ポ
ン
ド
体
制
下

の
横
浜
正
金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
」
（
侘
美
光
彦
・
杉
浦
克
美
編
『
国
際
金
融
基
軸
と
周

辺
」
、
一
九
九
六
年
、
社
会
評
論
社
）
、
平
智
之
「
日
中
戦
争
期
の
日
英
経
済
関
係
と
横
浜
正

金
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
店
」
（
「
横
浜
市
立
大
学
論
叢
社
会
科
学
系
列
」
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
り
、

在
米
支
店
に
つ
い
て
は
平
智
之
「
経
済
制
裁
下
の
横
浜
正
金
銀
行
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
を

中
心
と
し
て
」
（
「
横
浜
市
立
大
学
論
叢
社
会
科
学
系
列
」
、
一
九
九
三
年
）
、
高
島
雅
明
「
戦

前
期
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
横
浜
正
金
銀
行
と
日
系
社
会
届
ｇ
‐
忌
誤
」
（
「
大
阪
大
学

経
済
学
』
、
一
九
九
三
年
）
、
「
横
浜
市
史
Ⅱ
」
（
横
浜
市
史
編
慕
委
員
会
）
が
あ
る
。
中
国
の

支
店
で
は
山
本
早
苗
「
中
国
東
北
部
に
お
け
る
横
浜
正
金
銀
行
ｌ
営
口
を
中
心
と
し
て
」
言
愛

知
県
立
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
論
集
」
、
二
○
一
○
年
）
、
請
文
燗
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
横
浜
正
金
銀
行
上
海
支
店
（
ら
ｇ
‐
扇
年
）
・
香
港
上
海
銀
行
・
チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と

の
比
較
を
通
じ
て
」
今
大
阪
経
済
大
学
経
済
史
研
究
」
、
二
○
一
○
年
）
、
ま
た
オ
セ
ア
ニ
ア

地
域
で
は
シ
ド
ニ
ー
支
店
を
取
り
上
げ
た
石
田
高
生
「
横
浜
正
金
銀
行
シ
ド
ニ
ー
支
店
の
信

用
状
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
北
海
学
園
大
学
経
済
論
集
」
、
二
○
一
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。

東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
資
料
室
所
蔵
『
明
治
十
三
年
至
大
正
十
二
年
取
締
役
会
決
議
録

重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
第
一
輯
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
横
浜
正
金
銀
行
」
第
一
集
）
。

一
、
横
浜
本
店
火
災
二
関
ス
ル
件

一
、
地
下
室
二
三
ヶ
所
ヲ
除
ク
ノ
外
内
部
ハ
全
部
焼
失
シ
タ
リ

ニ
、
本
店
内
ノ
鉄
扉
ハ
九
月
十
七
日
二
金
庫
ハ
十
八
日
隙
許
。
。
、
８
号
ノ
金
庫
ハ
ニ
十

四
日
ニ
何
レ
モ
開
扉
シ
タ
リ
鉄
扉
内
ノ
モ
ノ
ハ
多
ク
ハ
蒸
焼
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
株
式
係
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卜
営
業
部
ニ
ァ
リ
タ
ル
岸
目
印
罠
①
丈
ハ
先
シ
無
事
ナ
リ
キ
金
庫
及
上
殴
許
９
切
目
島

ハ

勿

論

無

事

ナ

リ

シ

三
、
三
階
二
保
存
セ
ル
簿
書
保
存
規
程
ニ
ョ
ル
簿
書
類
ハ
全
部
焼
失
シ
タ
リ

四
、
帳
簿
類
ハ
多
少
焼
失
シ
タ
ル
モ
執
務
二
差
支
ナ
キ
程
度
二
残
存
セ
リ
唯
定
期
預
金

関
係
ノ
帳
簿
ハ
一
部
分
焼
失
シ
タ
ル
モ
多
数
ハ
海
外
支
店
関
係
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ

何

ト

カ

整

理

方

法

ヲ

講

ス

ル

途

ア

ル

ヘ

シ

（

後

略

）

（
４
）
武
田
靖
人
編
「
横
浜
正
金
銀
行
資
料
仮
目
録
」
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
資
料
室
、
二
○

○

八

年

。

（
５
）
上
山
和
雄
編
『
在
米
日
系
企
業
接
収
文
耆
の
総
合
的
研
究
』
（
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書
）
、
二

○

一

一

年

。

（
６
）
横
浜
市
市
史
資
料
室
に
は
略
ミ
リ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
Ⅱ
リ
ー
ル
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
Ｃ
Ｈ
プ
リ
ン
ト
は
一
二
四
冊
を
閲
覧
で
き
る
。
そ
の
概
要
は
、
明
治
一
三
年
か
ら
昭
和
一

六
年
ま
で
で
、
そ
の
う
ち
明
治
期
に
つ
い
て
は
明
治
一
三
年
八
月
か
ら
明
治
二
二
年
十
二
月

ま
で
の
「
本
店
通
信
」
「
本
店
公
信
」
「
本
店
来
状
」
な
ど
の
通
信
文
、
第
一
回
か
ら
第
一
○

回
ま
で
の
半
季
実
際
考
課
状
、
計
算
規
程
、
紐
育
領
事
館
関
係
綴
込
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で

は
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
史
料
」
と
略
記
す
る
。

（
７
）
日
本
横
浜
正
金
銀
行
在
華
活
動
史
料
編
集
委
員
会
編
「
日
本
横
浜
正
金
銀
行
在
華
活
動
史
料
」

（
中
国
金
融
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
。

（
８
）
及
川
益
夫
編
「
川
島
忠
之
助
か
ら
の
便
り
ｌ
明
治
十
年
代
横
浜
正
金
銀
行
リ
ョ
ン
出
張
所
に

て
」
（
皓
星
社
、
二
○
一
二
年
）
、
寺
嵜
弘
康
編
「
川
島
忠
之
助
資
料
か
ら
見
た
明
治
期
の
横

浜
正
金
銀
行
」
（
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書
、
二
○
二
年
）
。

（
９
）
柏
木
秀
茂
は
、
一
九
○
六
（
明
治
三
九
）
年
七
月
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業
後
正
金

銀
行
に
入
行
し
、
翌
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
出
張
所
詰
を
皮
切
り
に
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
、
北

京
支
店
な
ど
を
経
て
大
連
支
店
副
支
配
人
、
漢
口
支
店
支
配
人
を
歴
任
し
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

支
店
副
支
配
人
か
ら
支
配
人
に
昇
任
し
、
一
九
三
○
（
昭
和
五
）
年
に
帰
国
し
本
店
外
国
課

長
と
な
る
ま
で
外
国
店
舗
で
の
勤
務
経
験
が
長
く
、
そ
の
後
は
三
三
年
取
締
役
、
三
九
年
副

頭
取
、
四
三
年
に
頭
取
に
就
任
し
た
。

（
ｍ
）
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
経
済
学
資
料
室
所
蔵
「
諸
願
伺
届
書
等
控
」
自
明
治
一
二
年
一

○
月
至
明
治
一
三
年
一
二
月
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
横
浜
正
金
銀
行
」
第
四
集
）
。

（
皿
）
行
員
の
任
命
記
録
に
関
し
て
は
、
東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
経
済
学
資
料
室
所
蔵
「
横
浜

正
金
銀
行
資
料
」
の
中
の
「
取
締
役
会
決
議
録
、
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
、
「
重
役
会
記
録
」
、

『
重
役
会
備
忘
録
』
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
横
浜
正
金
銀
行
」
第
一
集
）
な
ど
の
記
載
に
よ

》

〈

》

Ｏ

（
胆
）
「
横
浜
正
金
銀
行
史
」
一
二
九
頁
（
坂
本
経
済
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
。

（
昭
）
「
横
浜
正
金
銀
行
史
付
録
甲
巻
之
二
」
五
二
七
頁
（
坂
本
経
済
研
究
所
、
一
九
七
六
年
）
。

（
Ｍ
）
横
浜
正
金
銀
行
券
の
発
行
経
緯
に
つ
い
て
は
拙
槁
「
横
浜
正
金
銀
行
券
に
つ
い
て
」
１
．
２

（
「
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
」
第
三
四
号
・
第
三
五
号
二
○
○
八
年
．

二

○

○

九

年

）

を

参

照

。

（
鴫
）
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
二
月
二
四
日
開
催
の
正
金
銀
行
取
締
役
会
に
お
い
て
「
中
支
方

面
軍
経
理
部
ノ
依
頼
ニ
ョ
リ
軍
関
係
出
納
事
務
取
扱
ノ
為
南
京
及
杭
州
へ
出
張
員
派
遣
ノ

件
」
が
報
告
さ
れ
た
（
前
掲
「
重
役
会
備
忘
録
」
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
横
浜
正
金
銀
行
」

第

一

集

）

・

（
肥
）
前
掲
『
重
役
会
備
忘
録
」
一
九
三
六
（
昭
和
一
二
年
五
月
七
日
。

（
”
）
「
本
店
通
信
」
明
治
十
五
年
四
月
六
日
書
簡
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
史

料
」
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
が
あ
る
。

仏
国
里
昂
濠
州
メ
ル
ホ
ル
ン
出
張
貝
過
日
御
選
定
相
成
申
候
其
人
名
左
ノ
通

里

昂

川

嶋

忠

之

助

メ

ル

ホ

ル

ン

高

木

貞

作

右
ハ
両
氏
と
も
今
回
雇
入
相
成
不
日
出
張
地
へ
出
発
之
筈
二
有
之
候

（
肥
）
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
五
月
二
五
日
開
催
の
取
締
役
会
に
て
「
濠
州
「
メ
ル
ボ
ン
」
府

ハ
日
本
ヨ
リ
ノ
出
荷
未
タ
無
之
二
付
該
地
出
張
員
ヲ
一
先
シ
引
揚
ケ
更
二
本
行
ノ
代
理
ヲ
森

村
組
出
張
員
二
依
頼
ス
ル
事
」
を
決
定
し
た
。
（
前
掲
『
明
治
十
三
年
至
大
正
十
二
年
取
締
役

会
決
議
録
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
』
第
一
輯
）
。

（
岨
）
「
本
店
通
信
」
明
治
十
六
年
八
月
三
日
付
書
簡
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店

史
料
」
）
で
、
高
木
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
張
を
次
の
と
お
り
通
知
し
て
い
る
。

メ
ル
ホ
ル
ン
出
張
員
高
木
貞
作
氏
ハ
本
店
へ
引
上
候
筈
ナ
リ
シ
カ
尚
又
都
合
ニ
ョ
リ
其
地
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へ
出
張
ノ
事
二
相
成
候
間
此
殿
御
心
得
得
貴
意
候
同
氏
ハ
何
時
頃
メ
ル
ホ
ル
ン
ヲ
出
発
相
成

候

哉

相

分

り

不

申

候

（
釦
）
前
掲
「
横
浜
正
金
銀
行
史
」
。

（
虹
）
「
明
治
財
政
史
」
第
一
三
巻
（
明
治
財
政
史
編
纂
会
、
一
九
二
七
年
）
。

（
理
）
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
三
月
二
二
日
開
催
の
取
締
役
会
に
て
「
川
嶋
忠
之
助
ヲ
三
カ
年

間
本
行
二
雇
入
仏
国
へ
派
遣
ス
ル
事
」
を
決
議
し
た
（
前
掲
『
明
治
十
三
年
至
大
正
十
二
年

取
締
役
会
決
議
録
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
第
一
輯
）
・

（
羽
）
「
本
店
通
信
」
明
治
十
四
年
五
月
二
七
日
付
書
簡
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

店

史

料

」

）

。

（
鯉
）
前
掲
「
横
浜
正
金
銀
行
史
」
。

（
弱
）
「
正
金
銀
行
二
於
テ
ハ
漸
次
内
外
貿
易
ノ
間
二
介
シ
テ
大
二
物
貨
運
用
ノ
要
枢
ヲ
占
取
セ
シ
メ

欧
米
又
ハ
支
那
ノ
各
国
二
向
テ
盛
二
為
換
ノ
事
業
ヲ
開
設
シ
ー
ノ
外
国
為
換
銀
行
ト
ナ
サ
ン

ト
欲
ス
ル
等
当
省
ヲ
於
テ
将
来
大
二
望
ヲ
属
ス
ル
所
有
之
」
（
「
公
文
録
明
治
十
三
年
三
月

大

蔵

省

』

第

五

号

文

耆

国

立

公

文

書

館

所

蔵

）

・

（
妬
）
「
本
行
兼
テ
素
志
之
次
第
有
之
新
次
海
外
要
用
之
地
へ
支
店
ヲ
設
ヶ
又
ハ
其
地
之
銀
行
卜
「
コ

ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
』
約
定
ヲ
取
結
上
我
国
卜
貿
易
品
之
荷
為
換
及
上
其
他
之
事
務
取
扱
上

候
積
り
就
テ
ハ
差
当
り
社
員
一
両
名
ヲ
海
外
二
派
出
シ
該
地
為
換
取
組
等
二
関
ス
ル
事
情
夫

是
為
取
調
度
依
テ
今
般
社
員
安
達
何
四
郎
ヲ
派
出
致
候
間
此
殿
御
届
申
上
候
」
（
前
掲
「
自
十

二
年
十
月
至
十
三
年
十
二
月
諸
願
伺
届
留
等
控
」
）
。

（
”
）
前
掲
『
明
治
十
三
年
至
大
正
十
二
年
取
締
役
会
決
議
録
重
要
事
項
報
告
録
抜
粋
」
第
一
輯
。

（
詔
）
拙
槁
「
横
浜
正
金
銀
行
創
立
当
初
の
職
制
と
行
員
に
つ
い
て
」
含
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究

報
告
ｌ
人
文
科
学
ｌ
」
第
三
七
号
、
二
○
二
年
）
参
照
。
安
達
何
四
郎
は
一
八
八
三
年
八

月
に
退
行
す
る
が
、
そ
の
後
横
浜
弁
天
通
四
丁
目
に
て
貿
易
商
店
を
開
業
し
て
い
る
。

ヨ
シ
勺
シ
ｚ
己
昂
閃
○
弓
○
両
己
に
よ
れ
ば
、
「
何
四
郎
」
は
「
な
に
し
ろ
う
」
と
読
む
よ
う
で

あ
る
。
（
『
幕
末
明
治
在
日
外
国
人
・
機
関
名
鑑
」
第
七
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
）
・

（
鯛
）
新
潟
県
立
文
書
館
寄
託
の
笠
原
家
文
書
の
中
に
、
当
時
丸
善
介
商
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
た

慶
応
義
塾
卒
業
生
の
笠
原
恵
に
宛
て
た
安
達
書
翰
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
鋤
）
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
史
料
」
に
は
明
治
一
四
年
一
月
か
ら
明
治
一
八
年

一
二
月
迄
一
○
回
分
の
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
出
張
所
半
季
実
際
考
課
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
瓠
）
「
第
一
回
半
季
実
際
考
課
状
」
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
史
料
」
）
。

（
犯
）
「
本
店
通
信
」
明
治
一
四
年
一
二
月
八
日
付
書
簡
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支

店

史

料

二

。

（
調
）
前
掲
『
諸
願
伺
届
書
留
」
明
治
一
四
年
二
月
二
九
日
付
管
理
長
吉
原
重
俊
宛
正
金
銀
行
頭

取

中

村

道

太

届

書

。

（
弘
）
「
本
店
通
信
」
明
治
一
三
年
一
二
月
八
日
付
書
簡
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

店

史

料

」

）

。

（
弱
）
前
掲
『
明
治
十
三
年
至
大
正
十
二
年
取
締
役
会
決
議
録
重
要
事
項
報
告
録
」
第
一
輯

（
調
）
「
第
四
回
半
季
実
際
考
課
状
」
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
史
料
」
）
に
は
次

の
よ
う
に
主
任
交
代
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

当
出
張
員
ダ
ル
従
来
安
達
何
四
郎
ナ
リ
シ
処
戸
次
兵
吉
之
レ
ニ
代
り
七
月
一
日
ョ
リ
総
テ

其
名
義
ヲ
改
メ
事
務
執
行
セ
リ
而
シ
テ
安
達
何
四
郎
ハ
九
月
中
旬
当
地
ヲ
発
シ
帰
朝
セ
リ

（
訂
）
戸
次
の
略
歴
に
つ
い
て
は
前
掲
註
記
を
参
照
。
な
お
、
正
金
銀
行
本
店
で
は
戸
次
の
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
派
遣
は
二
年
程
度
と
考
え
て
お
り
、
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
七
月
一
二
日
開
催

の
取
締
役
会
に
て
す
で
に
戸
次
を
帰
朝
さ
せ
る
こ
と
と
、
そ
の
後
任
に
役
員
又
は
適
当
の
人

物
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
（
前
掲
『
明
治
十
三
年
至
大
正
十
二
年
取
締
役
会
決

議
録
重
要
事
項
報
告
録
」
第
一
輯
）
・

（
銘
）
筒
井
正
夫
「
富
士
紡
績
株
式
会
社
設
立
に
至
る
企
業
家
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
（
滋
賀
大
学

経
済
学
部
『
彦
根
論
叢
』
三
八
四
号
、
二
○
一
○
年
）
。

（
調
）
「
第
六
回
半
季
考
課
状
」
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
史
料
」
）
に
次
の
よ
う

に

記

載

さ

れ

て

い

る

。

当
出
張
所
事
務
ハ
前
季
ヨ
リ
引
続
キ
戸
次
兵
吉
ニ
テ
担
任
セ
シ
処
九
月
中
旬
邨
田
取
締
役

出
張
セ
ラ
レ
同
人
ハ
日
本
商
会
監
督
役
二
命
セ
ラ
レ
爾
後
該
商
会
二
派
出
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
同

月
二
十
一
日
ヨ
リ
暫
時
取
締
役
二
於
テ
担
当
セ
ラ
レ
タ
リ
尋
テ
十
一
月
八
日
ョ
リ
更
二
同
人

二

於

テ

事

務

担

任

セ

リ

（
蛆
）
高
木
は
一
八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
二
月
に
紐
育
に
赴
任
し
た
。
高
木
は
一
八
七
○
（
明

治
三
）
年
に
米
国
に
留
学
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
コ
グ
ス
ウ
ェ
ル
・
ホ
イ
ヅ
ト
ニ
ー
に
簿
記
学
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等
を
学
ぶ
。
帰
国
後
の
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
東
京
府
商
法
講
習
所
助
教
と
な
り
、
一

八
七
八
年
に
第
十
五
国
立
銀
行
に
入
行
し
、
シ
ド
ニ
ー
出
張
要
員
と
し
て
一
八
八
二
年
に
正

金
銀
行
に
雇
用
さ
れ
た
。

（
虹
）
前
掲
『
諸
願
伺
届
書
」
明
治
十
七
年
八
月
四
日
の
大
蔵
省
国
債
局
長
と
銀
行
局
長
に
充
て
た

正
金
銀
行
頭
取
代
理
相
馬
永
胤
の
上
申
書
に
は
「
本
行
米
国
紐
育
府
出
張
所
詰
ト
シ
テ
ー
井

保
ヲ
去
月
二
十
三
日
出
航
ノ
郵
船
ア
ラ
ビ
ヅ
ク
号
ニ
テ
右
同
府
へ
出
張
為
仕
候
」
と
あ
る
。

（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
横
浜
正
金
銀
行
」
）
。

（
似
）
「
紐
育
領
事
館
関
係
綴
込
」
（
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
史
料
」
）
に
は
鍋
倉

の
到
着
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
領
事
に
届
け
出
て
い
る
。

当

所

手

代

出

張

御

届

今
般
当
銀
行
手
代
鍋
倉
直
義
別
紙
辞
令
書
之
趣
キ
ー
従
上
本
店
ヨ
リ
出
張
一
昨
二
十
八
日
着

府
仕
候
二
付
印
鑑
相
添
此
段
御
届
仕
候
也

明
治
十
七
年
六
月
三
十
日
横
浜
正
金
銀
行
紐
育
出
張
所
主
任
高
木
貞
作

領

事

高

橋

新

吉

殿

前
掲
註
詔
参
照
。

『
第
七
回
半
季
実
際
考
課
状
』
に
は
「
六
月
三
十
日
高
木
貞
作
是
迄
当
出
張
員
ノ
名
義
ナ
ル
処

本
店
ヨ
リ
命
ニ
ョ
リ
主
任
ノ
名
義
二
変
更
相
成
シ
旨
領
事
へ
届
出
タ
リ
」
と
あ
る
。

前
掲
『
諸
願
伺
届
書
」
明
治
十
七
年
九
月
一
三
日
。

前
掲
註
記
参
照
。

「
第
七
回
半
季
実
際
考
課
状
」
に
は
御
用
荷
為
替
の
取
り
立
て
に
苦
労
し
て
い
る
事
情
が
次
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

○

御

用

為

換

荷

物

処

分

方

勘

定

ノ

事

明
治
十
七
年
一
月
ョ
リ
六
月
二
至
ル
マ
テ
六
ヶ
月
間
当
出
張
所
二
於
テ
為
換
荷
物
処
分
方
勘

明
治
十
七
年
一
月
ョ

定
ノ
金
額
左
ノ
如
シ

及
上
有
物
品
売
上
金
ト
シ
テ
ー
時
預
リ
置
ク
分
ヲ
記
入
シ
タ
ル
干

米

金

千

五

百

五

十

八

弗

九

十

七

仙

前

半

季

繰

越

高

米
金
四
千
九
百
二
十
五
弗
二
十
五
弗
仙
当
半
季
取
替
仕

当
半
季
取
替
仕

但
シ
此
為
換
ハ
為
換
規
程
二
従
上
為
換
荷
物
ヲ
処
分
ス
ル
ニ
付
キ
ー
時
払
出
シ
タ
ル
金
員

上
有
物
品
売
上
金
ト
シ
テ
ー
時
預
リ
置
ク
分
ヲ
記
入
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

払
高

本
研
究
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
「
横
浜
正
金
銀
行
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
支
店
の
研
究
」
（
基
盤

研
究
Ｃ
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
２
６
３
７
０
８
１
２
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

合
計
米
金
六
千
四
百
八
十
四
弗
二
十
二
仙

内

米
金
二
千
六
百
二
十
三
弗
七
十
七
仙
当
半
季
返
入
高

差
引米

金

三

千

八

百

六

十

弗

四

十

五

仙

現

在

残

高

此

内

訳

米
金
三
千
二
百
六
十
二
弗
四
十
七
仙
大
沢
組
荷
物
処
分
口

米

金

五

百

九

十

七

弗

九

十

八

仙

江

副

廉

蔵

荷

物

処

分

口

〆米
金
五
千
九
百
六
十
弗
四
十
二
仙
当
半
売
上
代
金
預
り
金

内

米
金
千
四
百
六
十
七
弗
八
十
五
仙
処
分
口
取
替
金
仕
払
高

差
引米

金
四
千
四
百
九
十
二
弗
五
十
七
仙
現
在
預
金
高

〆

米
金
二
千
九
百
五
十
二
弗
七
十
二
仙
大
沢
組
諸
口

米
金
三
百
九
十
四
弗
六
十
六
仙
江
副
廉
蔵
分

米

金

千

百

四

十

五

弗

十

九

仙

井

村

彦

次

郎

分

此
内
訳
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